
―

こ
こ
最
近
、
所
有
者
不
明
土
地

問
題
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
所
有
者
不
明
土
地
問
題
研
究
会

（※

１
）
」
の
最
終
報
告
に
よ
れ

ば
、
所
有
者
不
明
土
地
の
面
積
を

換
算
す
る
と
、
４
１
０
万
ha
に
相

当
し
、
九
州
の
面
積
を
超
え
る
と

さ
れ
ま
す
が
、
実
情
は
い
か
が
で

す
か
。

　

所
有
者
不
明
土
地
問
題
研
究
会

の
「
所
有
者
不
明
」
と
は
、
平
成

28
年
度
地
積
調
査
で
登
記
簿
上
の

登
記
名
義
人
の
登
記
簿
上
の
住
所

に
調
査
実
施
者
か
ら
現
地
調
査
の

通
知
を
郵
送
し
て
届
か
な
か
っ
た

場
合
を
指
し
、
所
有
者
不
明
土
地

の
面
積
は
そ
の
割
合
に
基
づ
い
て

推
計
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
土

地
所
有
者
の
所
在
を
調
査
し
再
通

知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
全

て
の
所
有
者
に
通
知
が
届
き
、
最

終
的
に
所
在
が
不
明
で
あ
っ
た
の

は
全
体
の
０
・
４
１
％
に
と
ど
ま

る
と
言
わ
れ
ま
す
。

―

登
記
簿
上
の
名
義
人
か
ら
は
直

ち
に
所
有
者
等
が
わ
か
ら
な
い
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
ね
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
具
体

的
に
問
題
と
な
る
の
は
ど
ん
な
こ

と
で
す
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
で

は
、
登
記
簿
上
の
所
有
者
が
死
亡

し
て
い
る
の
に
そ
の
相
続
登
記
が

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
行

政
が
土
地
を
買
収
す
る
に
あ
た
っ

て
、
登
記
簿
を
調
ベ
て
も
現
在
の

所
有
者
の
所
在
等
が
わ
か
ら
ず
、

土
地
取
得
が
難
航
し
て
事
業
遂
行

に
支
障
を
与
え
、
大
き
な
問
題
と

な
り
ま
し
た
。
登
記
簿
上
の
名
義

人
か
ら
直
ち
に
所
有
者
が
分
か
ら

な
い
土
地
は
全
国
に
多
数
存
在
し
、

地
方
に
限
ら
ず
都
市
部
で
も
増
え

て
い
ま
す
。
国
で
は
こ
れ
ら
を
解

消
す
る
た
め
相
続
登
記
の
義
務
化

を
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
義
務
づ

け
を
し
て
も
相
続
登
記
手
続
や
そ

の
費
用
を
支
援
す
る
環
境
を
整
え

な
い
と
相
続
登
記
を
促
進
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

―

登
記
の
専
門
家
の
司
法
書
士
の

出
番
で
す
ね
。

　

司
法
書
士
は
登
記
の
専
門
家
と

し
て
相
続
手
続
に
関
し
て
、
相
続

人
調
査
の
た
め
の
戸
籍
の
収
集
、

法
定
相
続
情
報
一
覧
図
や
不
動
産

に
か
か
る
遺
産
分
割
協
議
書
な
ど

手
続
に
必
要
な
書
類
や
資
料
等
の

作
成
、
登
記
の
申
請
ま
で
の
業
務

を
総
合
的
に
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
相
談
を
司
法
書
士
会
が
設
置
す

る
相
談
セ
ン
タ
ー
や
無
料
電
話
相

談
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
国
は

昨
年
、
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用

の
円
滑
化
と
所
有
者
の
探
索
の
た

め
に
「
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用

の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置

法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
法

律
に
基
づ
き
、
公
共
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
区
域
内
の
登
記
名

義
人
が
死
亡
し
て
長
期
間
相
続
登

記
が
さ
れ
て
い
な
い
土
地
に
つ
い

て
、
法
務
局
で
所
有
者
を
探
索
す

る
作
業
が
現
在
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
で
判
明
し
た
相
続
人
に
対
し

て
相
続
登
記
申
請
を
行
う
よ
う
勧

告
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
司
法
書
士
会
で
は
法

務
局
と
連
携
し
て
勧
告
を
受
け
た

方
向
け
に
相
談
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

―

空
き
家
に
つ
い
て
も
同
様
の
問

題
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

所
有
者
の
死
亡
等
で
、
建
物
に

つ
い
て
も
相
続
登
記
が
行
わ
れ
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者

の
死
亡
等
を
き
っ
か
け
に
管
理
す

る
人
が
い
な
く
な
り
、
適
切
に
管

理
が
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る

空
き
家
が
増
加
し
て
、
防
犯
や
衛

生
な
ど
で
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
背

景
に
は
少
子
高
齢
化
社
会
化
が
あ

り
、
今
後
も
こ
の
問
題
は
よ
り
深

刻
化
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
平
成

26
年
に
制
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
空
家
特
措
法
」
に
よ
る
空
き
家

や
空
き
家
跡
地
の
利
用
等
に
関
す

る
施
策
の
実
施
が
望
ま
れ
ま
す
。

当
会
は
、
現
在
ま
で
に
八
潮
市
、

長
瀞
町
、
桶
川
市
、
さ
い
た
ま
市

の
４
市
と
空
き
家
対
策
協
定
を
締

結
し
、
市
民
等
の
安
心
、
安
全
な

生
活
を
守
る
た
め
、
各
市
町
と
空

き
家
対
策
の
推
進
に
具
体
的
な
協

力
を
し
て
お
り
ま
す
。

―

相
続
登
記
の
促
進
に
対
す
る
司

法
書
士
会
の
取
り
組
み
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

当
会
で
は
、
一
昨
年
、
法
務

局
・
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
連
携

し
て
県
内
の
市
区
町
村
を
訪
問
し

て
、
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

が
死
亡
し
て
相
続
人
届
の
提
出
を

促
す
書
類
を
送
る
際
に
、
合
わ
せ

て
相
続
登
記
の
必
要
性
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
す
る

相
続
登
記
促
進
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
行

い
ま
し
た
。

　

所
有
者
不
明
土
地
、
空
き
家
問

題
の
解
決
や
予
防
に
は
相
続
登
記

を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
当
会

で
は
、
相
続
登
記
を
啓
蒙
す
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
視
聴
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
浦
和
、
熊
谷
、

越
谷
、
川
越
の
４
ヵ
所
に
相
談
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
常
時
、
県
民

の
相
談
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
態
勢
を

整
え
て
い
る
ほ
か
、
例
年
２
月
と

８
月
に
相
続
に
特
化
し
た
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月

に
は
深
谷
市
産
業
祭
で
も
相
続
登

記
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
。

―

さ
き
ほ
ど
「
少
子
高
齢
化
社

会
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
ま

し
た
が
こ
れ
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
高
齢
化
率
（※

２
）
は
、

27
・
７
％
（
平
成
29
年
10
月
１
日

現
在
）
に
上
り
、
今
後
も
上
昇
す

る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
（
平
成

29
年
度
版
高
齢
社
会
白
書
）
。
認

知
症
高
齢
者
数
は
平
成
27
年
５
２

５
万
人
（
推
計
）
で
あ
っ
た
の
が
、

10
年
後
に
は
７
３
０
万
人
に
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
同

白
書
）
。
判
断
能
力
が
十
分
で
な

い
高
齢
者
等
は
悪
質
商
法
や
詐
欺

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
た
り
、
自

分
の
財
産
を
管
理
す
る
こ
と
も
困

難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
の
財
産
や
権
利
を
守
る
成
年
後

見
制
度
の
利
用
者
数
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、
多
く
の
司
法
書
士
が

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
て
成

年
後
見
人
等
（
保
佐
人
、
補
助
人

を
含
む
）
に
就
任
し
て
い
ま
す
。

親
族
後
見
人
を
除
く
専
門
職
後
見

人
の
中
で
は
、
司
法
書
士
が
約
44

％
と
最
も
割
合
が
高
く
、
成
年
後

見
制
度
を
下
支
え
し
て
お
り
ま
す
。

―

成
年
後
見
制
度
の
最
近
の
動
向

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
は
年
々

増
え
て
い
る
と
は
い
え
、
単
身
高

齢
者
世
帯
の
増
加
等
に
よ
り
、
そ

の
利
用
者
数
は
約
20
万
人
（
平
成

28
年
12
月
時
点
）
と
、
５
０
０
万

人
以
上
と
さ
れ
る
認
知
症
患
者
数

に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
十
分
な
数

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な

状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
28

年
５
月
に
「
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
法
」
が
制
定
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
は
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（※

３
）
、
自
己
決

定
権
の
尊
重
、
身
上
保
護
を
重
視

す
る
基
本
理
念
を
定
め
、
こ
れ
を

具
体
化
し
、
基
本
理
念
に
基
づ
く

施
策
を
実
施
す
る
た
め
の
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
が
講
ず
る
措
置

を
定
め
て
い
ま
す
。
志
木
市
は
、

平
成
24
年
12
月
に
は
志
木
市
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

市
民
後
見
人
の
育
成
な
ど
、
成
年

後
見
制
度
の
利
用
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昨
年
３

月
に
全
国
で
初
と
な
る
「
志
木
市

成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
の
条
例
」
を
制
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
志
木
市
成
年
後

見
支
援
セ
ン
タ
ー
が
志
木
市
後
見

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
し
た
。
市
民
後
見
人
の
育

成
や
認
知
症
高
齢
者
等
を
地
域
で

見
守
り
支
え
て
い
く
体
制
が
よ
り

整
備
さ
れ
る
こ
と
が
今
後
、
期
待

さ
れ
ま
す
。
司
法
書
士
は
こ
の
地

域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や

運
営
等
に
積
極
的
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

―

司
法
書
士
会
で
は
、
災
害
発
生

時
の
相
談
の
対
応
に
つ
い
て
も
取

り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

比
較
的
災
害
の
少
な
い
県
で
す
が
、

地
震
だ
け
で
な
く
近
年
で
は
異
常

気
象
に
よ
る
大
雨
や
大
雪
、
暴
風

等
に
よ
る
自
然
災
害
が
全
国
で
多

発
し
て
お
り
無
関
心
で
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
発
災
時
に
は
身
の
安
全

を
確
保
し
、
衣
食
住
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
こ
と
が
最

重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
災
害
に
よ
っ
て

起
こ
る
法
律
上
の
問
題
へ
の
対
応

も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
当
会

で
は
、
被
災
者
等
の
相
談
に
応
え

る
た
め
に
、
各
市
町
村
等
と
「
災

害
時
に
お
け
る
被
災
者
等
相
談
へ

の
実
施
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
協
定
を

締
結
し
た
市
町
村
数
は
現
在
48
に

な
り
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
市
町

と
も
締
結
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

―

そ
の
他
に
司
法
書
士
会
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

当
会
で
は
20
年
前
か
ら
、
「
高

校
生
の
た
め
の
消
費
者
講
座
」
を

実
施
し
て
お
り
、
講
座
開
催
の
希

望
を
い
た
だ
い
た
学
校
に
司
法
書

士
を
派
遣
し
て
出
前
講
座
を
行
っ

て
い
ま
す
。
社
会
に
出
る
に
あ
た

っ
て
最
低
限
知
っ
て
お
く
べ
き
契

約
や
お
金
に
ま
つ
わ
る
法
律
知
識

を
在
学
中
に
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、

契
約
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
や
詐

欺
的
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ

う
、
あ
る
い
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
へ

の
就
職
や
労
働
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を

回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
市
民
向
け

の
「
市
民
法
律
講
座
」
も
実
施
し

て
お
り
、
こ
ち
ら
も
同
様
に
出
前

講
座
で
公
民
館
等
に
出
張
し
て
相

続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
等
の
知
識
や
対
処
法
を
、

具
体
例
を
交
え
て
解
説
す
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
無
料

で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

―

最
後
に
、
新
年
の
抱
負
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

司
法
書
士
は
登
記
の
専
門
家
と

い
う
印
象
を
持
た
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
司
法
書
士
の
業
務
は
不
動

産
や
会
社
・
法
人
の
登
記
手
続
の

ほ
か
、
例
え
ば
空
き
家
等
の
所
有

者
が
行
方
不
明
で
適
切
な
管
理
を

し
て
い
な
い
場
合
や
相
続
人
が
い

な
い
場
合
の
不
在
者
財
産
管
理
人
、

相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
申
立
手

続
や
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ

て
そ
の
財
産
管
理
事
務
を
行
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
成
年
後
見
人
の

後
見
事
務
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
す
。

こ
の
ほ
か
法
務
大
臣
の
認
定
を
受

け
た
司
法
書
士
は
、
１
４
０
万
円

以
下
の
民
事
紛
争
に
つ
い
て
本
人

の
代
理
人
と
し
て
裁
判
外
和
解
手

続
や
民
事
訴
訟
を
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
の
困
り
ご

と
は
ぜ
ひ
と
も
司
法
書
士
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
は
浦
和
、

熊
谷
、
越
谷
、
川
越
の
相
談
セ
ン

タ
ー
、
県
内
随
所
で
行
わ
れ
る
出

張
相
談
会
、
電
話
相
談
、
各
市
町

村
に
司
法
書
士
を
派
遣
し
て
行
わ

れ
る
相
談
会
で
も
お
受
け
し
て
お

り
、
今
年
は
、
新
た
に
女
性
司
法

書
士
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

会
や
外
国
人
向
け
法
律
相
談
会
の

開
催
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
法
律

問
題
の
解
決
の
第
一
歩
は
相
談
か

ら
。
詳
し
く
は
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

専
門
家
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
解

決
策
の
提
案
が
あ
り
ま
す
。
「
あ

な
た
の
暮
ら
し
の
す
ぐ
そ
ば
に
」

司
法
書
士
が
お
役
に
立
ち
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（※

１
）
一
般
社
団
法
人
国
土
計
画
協

会
・
座
長
増
田
寛
也
元
総
務
大
臣

（※

２
）
総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上

人
口
の
割
合

（※

３
）
成
年
被
後
見
人
が
、
そ
う
で

な
い
人
と
等
し
く
、
基
本
的
人
権
を
享

有
す
る
個
人
と
し
て
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら

れ
、
そ
の
尊
厳
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を

保
障
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

取
材
協
力 

割
烹
千
代
田（
さ
い
た
ま
市
）

新春対談 2019新春対談 2019 山嵜秀美会長に聞く

山嵜 秀美 氏埼玉司法書士会　会長

 法律問題解決の
　　　 第一歩は相談から

秩父市秩父市

小鹿野町小鹿野町

横瀬町横瀬町

飯能市飯能市

越生町越生町

東秩父村東秩父村
皆野町皆野町

長瀞町長瀞町
寄居町寄居町

神川町神川町

上里町上里町

本庄市本庄市
美里町美里町

深谷市深谷市
熊谷市熊谷市

行田市行田市
羽生市羽生市

加須市加須市

久喜市久喜市

白岡市白岡市

蓮田市蓮田市
伊奈町伊奈町

幸手市幸手市

杉戸町杉戸町

春日部市春日部市

さいたま市さいたま市
越谷市越谷市 吉川市吉川市

三郷市三郷市
八潮市八潮市

松伏町松伏町

宮代町宮代町

鴻巣市鴻巣市

北本市北本市
桶川市桶川市
上尾市上尾市

蕨市蕨市

滑川町滑川町

東松山市東松山市
吉見町吉見町

川島町川島町

川越市川越市
鶴ヶ島市鶴ヶ島市

ふじみ野市ふじみ野市
富士見市富士見市

志木市志木市三芳町三芳町

新座市新座市
朝霞市朝霞市戸田市戸田市

川口市川口市草加市草加市

和
光
市

和
光
市

狭山市狭山市

所沢市所沢市
入間市入間市

坂戸市坂戸市

嵐山町嵐山町
小川町小川町

ときがわ町ときがわ町
鳩山町鳩山町

日高市日高市

毛呂山町毛呂山町

東日本大震災の教訓から平成27年４月より順次、県内市町村との締結を進めている。
上記の色を塗った市町村のほかに埼玉県と協定を結んでいる。

北
本
市
と
の
災
害
協
定
締
結
の

様
子
＝
２
０
１
８
年
12
月
18
日
、

北
本
市
役
所

　140年以上にわたる歴史を持つ「司法書
士」。時代の流れとともにその職務のあり方
も変遷してきた。特に近年は司法制度改革に
より、市民に身近な法律家としての立場をよ
り鮮明にしている。2019年新春を迎え埼玉司
法書士会の山嵜秀美会長に司法書士の取り組
みと課題解決について聞いた。

（聞き手　埼玉新聞社社長　小川秀樹）

所
有
者
不
明

土
地
問
題
へ
の
対
応

超
高
齢
社
会
に
お
け
る

「
成
年
後
見
制
度
」
の

担
い
手
と
し
て

災
害
発
生
時
の

被
災
者
等
相
談
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

司
法
書
士
会
の

公
益
的
活
動
に
つ
い
て

相
談
会
の
充
実

平
成
最
後
の
新
春
を
迎
え
、お
互
い
の
飛
躍
を
誓
い
あ
う
山
嵜
秀
美
・
埼
玉
司
法
書
士
会
会

長（
右
）と
小
川
秀
樹
・
埼
玉
新
聞
社
社
長
＝
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
の
埼
玉
司
法
書
士
会
館
前

やまざき　ひでみ　１９５０（昭和２５）年生まれ。草加市
出身。早稲田大学理工学部卒。８５年司法書士試験合格。
８６年草加市に個人事務所開業。２００１年埼玉司法書士
会理事（８期）。１５年５月同会会長に就任（２期目）。

埼玉司法書士会「災害時における被災者等相談への実施に関する協定」締結状況
（2019年1月7日現在）


